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後期実施計画での指標の見直しに向けての整理方法 
 

 

■令和６年度の環境審議会で確認したこと 

・前期実施計画では、人間が「行動」を起こすまでの「心理プロセス（認知→関心→行動）」

のうち、「認知」と「関心」に重きを置いた指標設定がされている。 

・実践的な「行動」を促進することが重要であるため、後期実施計画では、できるだけ

「行動」に指標を設定するとともに、「活動指標」から「成果指標」への転換を目指す。 

  ※活動指標：事業としてなにをどれだけ実施したかを示すもの 

   成果指標：活動の結果、目的に照らしてどのような成果があったのかを示すもの 

 ※検討例：事業「地域美化活動を推進」で考え方を共有した 

 

■指標を整理する上での課題 

①事業の目的に沿った指標であること 

   事業の進捗や方向性を確認するためには、事業に関連する指標であることが重要。 

 

②把握できる指標であること 

事業の進捗を確認するためには、毎年把握できる数値が適当である。各課で毎年測定

している数値、二宮町総合戦略アンケートなど毎年調査を実施するものから分かる数

値などがあげられる。 

※適さない例：国勢調査（５年に１度の調査）などの毎年実施されない調査、町では現  

      状把握できていない数値。 

※総合戦略アンケート：毎年、町民 1,000名に対して実施している調査（企画政策課）。

調査項目の一部には各課に関連する項目を位置付けている。ス

ペースに限りはあるが、項目を調整できる可能性がある。 

 

③重点プロジェクトの方向性と位置付ける事業 

   前期実施計画に位置付けている事業において、望ましい環境像を実現するにあたり、

特に重要な事業を３つのプロジェクトとして位置付けている。このプロジェクトに基

づき、事業を展開しＰＤＣＡを行っている。 

   現在のプロジェクトでは、どの基本目標に関連しているかについては分かるが、それ

ぞれの具体的な方向性までは示していない。 

   各プロジェクトの方向性を整理することで、位置付ける必要のある事業やプロジェ

クトや事業に沿った指標の設定が可能と考える。 
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○現在のプロジェクト 

●トコトン「行動の輪を広げよう！」プロジェクト 

基本目標の「活動の輪」にかかわる事業 

   ●トコトン「地球にやさしくしよう！」プロジェクト 

    基本目標の「地球環境」にかかわる事業 

   ●トコトン「まちを美しくしよう！」プロジェクト 

    基本目標の「自然環境・生活環境」にかかわる事業 

  

  ○プロジェクトの方向性のイメージ 

トコトン「行動の輪を広げよう！」プロジェクト 

   → 町民や事業者等による自発的、積極的な行動・参加を支えていくため、子どもか

ら大人までのあらゆる世代を対象に、環境情報の提供や環境教育・学習を推進する。

また、それぞれの活動を更なる環境行動へと発展させていくため、ネットワークづ

くりなど協働による取り組みを支援する。 

 

■整理方法の流れ 

 ①プロジェクトの方向性の整理 

 ②位置付ける必要がある事業の選定 

 ③事業の進捗管理を行うための指標の選定 

 

■参考（指標案） 

 現在の 14事業をそのまま継続する場合に考えられる指標は別添のとおり。 


